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楽習会 に変えた理由
楽しく・習う 場所にしたい！

・勉強 【勉め、強いる】 気の進まないことを無理にする

・学習 【学び、習う】 自ら進ん学び習う

『なるほど〜！そうなのか！へえ〜！』

を真似することから始めよう。

がくしゅう

※まなぶ→真似ぶ が語源と言われている



つねまさの３本柱

楽習・共育・生長
楽しく習う 共に育む 長く生きる・生かす

育てる 成長させる

育む 愛情を注いで成長させる

『皆さんの想いや活動が長く生きるように』

というつねまさオリジナル造語

楽しく習うことで

問いが生まれ学びになる



よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す



「シナプソロジーは、

脳を活性化させるメソッドです。」

脳の活性化って何でしょう？

脳の中では、

どんなことが起きているのでしょう？



まず、脳が働いているときは…

【 

シ
ナ
プ
ス 

】

【ニューロン】

脳の神経細胞（ニューロン）同士を結ぶ

隙間（シナプス）で、神経伝達物質が移動

すると情報が伝達する。



脳の活性化はこの神経伝達物質の数を増やすこと。

専門的に言うと・・・

シナプスを強化すること
（シナプスの可塑性）

シナプスを移動する

神経伝達物質の数を増やし

神経同士の繋がりを

強くする！



シナプスの強化される流れ

長期増強（LTP)
くり返し神経細胞に刺激

神経伝達物質の数が増える

ニューロン末端の面積が大きくなり

神経伝達物質を受け取る受け皿の

数が増える

シナプスの情報伝達が強化される

フ
ィ
ー
バ
ー



一生のうちに半分も使われていない神経細胞

「認知予備能」

シナプソロジーは、

この認知予備能を刺激をして

神経細胞同士のつながりをつくる！

→認知機能低下予防



どうやって確認できるの？

～ 脳 波 ～



《脳活性》
シナプスで神経伝達物質
が放出されている状態。

新たな神経細胞同士が、
つながるとき。

この時に電気が流れる。



脳の中のシナプスで発生した電気が、

頭蓋骨を通じて頭皮まで伝わる。

これを専用の機械で読み取ったものが脳波。



活性化とは？

特定の機能が活発になること。反応性が高まること。
出典：デジタル大辞典（小学館）

シナプソロジーでいう活性化とは？

←ここで確認！



【指導者】

普段とは違う適度な刺激が
入るよう構成された
エクササイズを提供する。

【参加者】

できなくても
諦めずにチャレンジする。
とにかくやってみる！
の気持ちを継続する



スパイスアップ・普段やらないこと やってみる！諦めない！
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